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胎生期における血管系の発育異常に基づく血管奇形については,血管輪6.25,30･35･42.43,67),門脈一大

循環短絡 portosystemicshunt(門脈が後大静脈17･20･23,44･48,50),奇静脈15･17.20-27,48)および肝静脈36)な

どと異常連絡するもの),左前大静脈遺残9,12,18-19,21-22･24,26,34･37,42-49,54･61,66)(退化すべき左前大静脈が

遺残するもの),後大静脈奇静脈流入azygoscontinuationoftheposteriorvenacaval0-14･17-24･27-36･38･59-60)

(後大静脈が肝臓と連絡せず,奇静脈を介して右心房に還流するもの)などが家畜でも多 く報告され

ている.

牛の血管奇形を総覧すると,右大動脈弓道残に基づく血管輪 (右大動脈,動脈管および左肺動脈が

心底背位の気管と食道を輪状に囲んでそれらを狭窄するもの)の2例45･46),重複前大静脈47),心奇形

に合併した左前大静脈遺残1-2-8,28)および左前 ･左後大静脈左心房流入53)が報告されているのみであ

る.今回,乳牛において大動脈と後大静脈が複雑な異常を示すまれな例に遭遇したので,その解剖学

的所見について報告する.

材料 と方 法

観察に用いた材料は17か月齢の雌ホルスタイン種である.本牛は畜主が3回かわり,若齢時の臨床

所見は不明である.

17か月齢時には肥育牛として飼育されていたが,食欲が減退し,肥育効果が上らないとの票告で上

診した.その時,体格は普通であるが削痩し,背湾姿勢で元気がなく,動くことを嫌っていた.

左側腹部に有響性金属音を認めたので第4胃変位を疑い,試験的に右側腹部を切開したところ,節

4胃左方変位が認められた.しかし,その際,腹陸中を下垂して走行する太い動脈,肝臓の著しい右

方変位および陣腫等が認められたため,予後不良と判断して剖検に供した.

*家畜解剖学研究室

**宮崎県児湯農業共済組合
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観 察 結 果

胸壁と腹壁を除去して内臓を観察すると,第4胃は腹腔内の左方に転位し,ガスで軽度膨満.小腸

と盲腸の一部は充血.肝臓は正常例よりも腹方に位置している.牌臓は腫大し,被膜の一部に出血が

認められる.卵管と子宮角は一対存在するが,卵巣は小型の卵胞を含んだ左 ･右卵巣が一つに融合し

ている.その他の内臓には肉眼的に異常は認められない.横隔膜は筋部の腰椎部が下垂し,大動脈裂

孔は背腹に長く拡がり,その背端を右奇静脈,腹端を大動脈が通過している.大動脈と大静脈には,

その走行や分岐に次のような著しい異常が認められる.

1. 大動脈 (Figs.1,3,4)

大動脈のうち,上行大動脈と大動脈弓の走行や分岐には異常は認められない.

胸大動脈は細い気管支動脈と食道動脈を分岐したのち,食道の左方を胸椎から約 3cm 腹方へ下垂

して後走する.この胸大動脈は第7胸椎部に達するまで背側肋間動脈を分岐することなく,第7胸椎

部ではじめて第4-8背側肋間動脈の共通枝を分岐する.その後さらに腹方-下垂して後走,横隔膜

大動脈裂孔を通過する部では脊柱から約 10cm腹方-下垂している.

横隔膜大動脈裂孔を通過した胸大動脈の続きである腹大動脈は,細い後横隔動脈を分岐,続いて腹

腔動脈と前腸間膜動脈の共通枝を分岐し,次第に脊柱-接近しながら後走する.第3腰椎部に達した

腹大動脈は,その部で脊柱腹面に密着し,第9背側肋間動脈～第2腰動脈の共通枝を分岐している.

その間,上記2本の共通枝以外には背側肋間動脈や腰動脈は分岐しない.

その後,腹大動脈は通常の腎動脈を分岐することなく脊柱腹面に接 して後走,骨盤腔入口近くで

左 ･右外および内腸骨動脈の他,さらに後腸間膜動脈と腎動脈の共通枝に分岐する.この後腸間膜動

脈と腎動脈の共通枝は再び脊柱から離れて細い後腸間膜動脈と太い腎動脈に分岐する.腎動脈はその

あと前走して左右の腎動脈に2分岐し,腎臓に達する.

2. 大静脈 (Figs.1,3,5)

後大静脈は重複後大静脈である.

左右の内および外腸骨静脈は正常どおり尿管の背方に位置している.左および右総腸骨静脈が合流

した後大静脈は脊柱および腹大動脈の左方に位置する左後大静脈である.この左後大静脈は脊柱の左

側に接して前走し,左腎動 ･静脈の背方を通過し,第13胸椎部で脊柱の腹方-移行する.その間,左

後大静脈は左および右腎静脈とは全く連絡しない.

右後大静脈は左総腸骨静脈に起 り,間もなく1本の卵巣静脈を受け入れ,脊柱から離れて大動脈の

右方を前走する.その後,この右後大静脈は第4腰椎部で右方から右腎静脈を,続いて第3腰椎部で

左方から左腎静脈を受け入れ,脊柱の右側に接して前走する.腎静脈を受け入れるまでの右後大静脈

は左後大静脈よりも細いが,腎静脈を受け入れた後は右後大静脈の方が太い.

左および右後大静脈は第12胸椎部で合流して1本の太い後大静脈となる.この後大静脈は正常例の

場合と異なり,脊柱を離れて肝臓-向うことなく,そのまま春奇静脈に移行する.後大静脈を受け入

れた右奇静脈は著しく太く,脊柱腹面に接して前走,大動脈の背位で横隔膜大動脈裂孔を通過し,育

側肋間静脈を集めながら胸椎腹面を前走して前大静脈に連なっている.

左奇静脈は欠損している.肋頚静脈,最上肋間静脈,前大静脈などには異常は認められない.門脈
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Fig.1. Diagram ofthelargevesselsintheheifer,ventralview.

A:Abdominalaorta CMA:caudalmesentericartery

DP:diaphragm EXA:externaliliacartery EXV:

externaliliacvein HV:hepaticvein INV:internal

iliacvein LK:leftkidney LP:leftposteriorvena

cava OV:ovarianvein RAZ:rightazygosvein

RP:rightposteriorvenacava

は正常どおり肝臓-進入している.肝静脈は1本に合流して正常例の後大静脈の位置で横隔膜大静脈

孔を通過,食道の右腹方を前走して右心房の後部に連なっている.心臓には異常は認められない.以

上述べた大動脈と大静脈の状態を Fig.1に模式図で示した.

考 察

本例の大動脈系では,第4-8背側肋間動脈の共通枝が第7胸椎部で1本分岐し,次いで第3腰椎

部で第9背側肋間動脈～第2膜動脈の共通枝が分岐している.その間,それら以外に直接大動脈から
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背方へ向って分岐する背側肋間動脈や腰動脈は存在しない.横隔膜大動脈裂孔を通過する部の大動脈

は脊柱から約 10cm も腹方-下垂しており,側面的に第 3腰椎部までの大動脈は腹腔動脈と前腸間

膜動脈の共通枝が分岐する部を頂点とし,Ⅴ字型に脊柱から下垂している.生前の開腹時に腹腔中を

走行する太い動脈が認められたが,それは脊柱から下垂したこの腹大動脈であろう.

このように大動脈が脊柱から離れて腹腔-下垂している点については,前述のように,大動脈から

分岐する背側肋間動脈や腰動脈の数が少なく,躯幹と大動脈との結合が弱いこと,また肝臓が後大静

脈と結合していないために腹方-移動したことにより,腹大動脈が腹腔動脈と前腸間膜動脈の共通枝

によって腹方-引き降ろされたものと考えられる.

腎動脈は通常の部位で腹大動脈から分岐せず,骨盤腔入口近くで,後腸間膜動脈との共通枝として

左 ･右外および内腸骨動脈などと共に腹大動脈から分岐している.人の場合,腎臓が骨盤腔内に異常

位置する骨盤腎では,腎動脈は総腸骨動脈分岐部近くの腹大動脈7-16-56),総腸骨動脈40),内腸骨動脈7)

などから分岐し,それが下走して腎臓に達することが知られている.また腎臓の位置異常を示さない

例で,総腸骨動脈分岐部近くの腹大動脈57)や総腸骨動脈40-57)などから分岐して腎臓に達する腎動脈

が稀に存在することも知られている.しかし,それらにはいずれも2本以上の腎動脈が存在し,その

うちの太い主腎動脈は正常の位置から分岐しているといわれている.本例の場合,腎臓の位置が正常

であるにかかわらず 1本の腎動脈が骨盤腔入口近くで後腸間膜動脈との共通枝として腹大動脈から分

岐し,それが逆行性に前走して2本の腎動脈に分れてそれぞれの腎臓に達している.このような例は

非常に稀有なものと思われる.

本例の静脈系は重複後大静脈と後大静脈奇静脈流入の合併奇形である.

重複後大静脈の出現率は人では 1.4%3),猫では 4.5%11)といわれている.今回の観察例は Edw-

ards41)の分煩では,左後大静脈が post-uretericcava,右後大静脈が pre-uretericcavaである.また

McClureandBulter39)の分類では,発生学的に左後大静脈は左上主静脈,右後大静脈は右後主静脈か

らそれぞれ発生した AC型の重複後大静脈である.このような post-uretericcavaとpre-uretericcava

の共存する異常は,人では重複下大静脈の44例中3例 (いずれもAC型)5),猫では84例中22例 (その

うちAC型は4例)ll)に認められている.さらに今回の観察例では,左右の腎静脈は右後大静脈に合

流し,左後大静脈には腎静脈は連絡していない.入手し得た文献中に見られる人の重複下大静脈17例

では,いずれも右下大静脈に右腎静脈,左下大静脈に左腎静脈が合流している5,16･29･31～33･51･52-55･62-65)

後大静脈奇静脈流入は,発生学的には主下静脈 (後大静脈)が肝臓と連絡しないためにそれが主上

静脈 (奇静脈)を介して右心房に注ぐようになったものである4,41).その出現率は人では 1.3%41),

犬では 0.36%58)といわれている.人では下大静脈奇静脈流入には多牌,重複上大静脈,内臓逆位,

対称肝などを合併する場合が多いといわれている13).犬では9例中3例に門脈大循環短絡が17･27,36),

また1例に内臓逆位と多陣が36)合併したものの報告がある.今回の観察例では重複後大静脈と左 ･

右卵巣の融合が認められた.

重複下大静脈と下大静脈奇静脈流入の合併例については,人では報告されているが16･29-31),非常に

少ない 4).犬の後大静脈奇静脈流入の9例中には重複後大静脈の合併は見られない10･14-17･24･27-36,38.59･60)

以上のように,今回の観察例は左後大静脈が腎静脈と連絡しない post-uretericcava,右後大静脈が

左 ･右腎静脈と連絡する pre-uretericcavaかな成る重複後大静脈であり,さらにそれ らの合流した

後大静脈が右奇静脈に流入するきわめて稀な奇形と思われる.本例の大静脈の発生経過を Fig.2に

模式図で示した.
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Fig.2. Diagram illustratingtheposteriorvenacavainnormal

cattle(A)andthepresentcase(B).Ⅰnthepresentcase,
thehepato-subcardinalanastomosishasnotdeveloped,
sotheanastomosisbetween subcardinalandsupracar-

dinalveinsremained.Moreover,rightposteriorcardinal

andleftsupracardinalveinsremainedandthedouble

posteriorvenaecavaewasformed.

HA･.hepato-subcardinalanastomosis K:kidney L:

liver LA:leftazygosvein LP:leftposteriorvena

cavaRA:rightazygosvein RP:rightposteriorvena

cava PCV:posteriorcardinalvein SBV:subcardinal
veinSCV:sacrocardinalveinSPY:supracardinalvein

要 約
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17か月齢,雌ホルスタイン種に以下のような先天性の大血管異常が認められた.

1. 第3腰椎部までの大動脈は脊柱から離れて腹方-下垂していた.

2. 第4-8背側肋間動脈は第7胸椎部で,また第9背側肋間動脈～第2腰動脈は第3腰椎部で,

それぞれ大動脈から共通枝として分岐していた.

3. 後腸間膜動脈と腎動脈の共通枝が骨盤腔入口で腹大動脈から分岐していた.この共通枝は細い

後腸間膜動脈を分岐したのち前走して左右の腎動脈に分岐していた.

4. 大静脈系は重複後大静脈と後大静脈奇静脈流入の合併奇形であった.
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5. 左後大静脈は腎静脈 と連絡 しない post-uretericcava,右後大静脈は左 ･右腎静脈を集める pre-

uretericcavaであった.
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Summary

Complicatedmalformationsoflargevesselswerefoundina17-month-Oldheifer.

1. Tothelevelofthirdlumbarvertebra,theaortadetachedandhungfrom thespine.

2.Atthesevenththoracicvertebra,thecommonstem ofthefourthtoeighthdorsalintercostal

arteriesbranchedoHdorsallyfrom theaortaandtheanotherstem oftheninethdorsal intercostalto

secondlumbararteriesbranchedoffatthelevelofthirdlumbarvertebra.

3. Attheentrancetothepelvitycavity,thecommon stem ofcaudalmesentericand renal

arteriesbranchedofffrom theabdominalaorta.Thestem sentathincaudalmesentericartery,and

thencoursedcraniauyandbifurcatedtotheleftandrightrenalarteries.

4. Thevenoussystem showedthebilateralposteriorvenaecavaeaswellastheazygoscon-

tinuationofposteriorvenacava.

5. Theleftposteriorvenacavawasthepost-uretericcavaandhad no continuity with renal

vein.Therightposteriorvenacavawasthepre-uretericcavaandjoinedwithrightand leftrenal

VelnS.

ExplanationofFigures

Fig.3.Largevesselsofthecase,rightlaterlaview.
AA:abdominalaorta AZ:rightazygosvein CSA:commonstemofceliacandcranialmesenteric
arteries CSD:commonstemoffourthtoeighthdorsalintercostalArteries CSL:commonstemof
ninthdorsalintercostaltosecondlumbararteries DP:diaphraphragma E:esophagus H:heart
HV:hepaticvein K:kidney L:liver R:Rumen RP:rightposteriorvenacava TA:thoracic
aorta

Fig.4.Abdominalaorta,γentralview.
AA:abdominalaorta CMA:caudalmesentericartery CSL:commonstemofninethdorsalinter-
costaltosecondlumbararteries LIN:leftinternaliliacartery LK:leftkidney LP:leftposterior
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venacava REX:rightexternaliliac artery RIN:rightinternaliliacartery RK:rightkidney

RP:rightposteriorvenacava

Fig.5. Posteriorvenaecavae,ventralview.

AZ:rightazygosvein LEX:leftexternaliliacvein LK:leftkidney LP:leftposteriorvena

cava REX:rightexternaliliacvein RK:rightkidney RP:rightposteriorvenacava
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